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5 月 

 

 

米原区の人口及び世帯数 

令和４年 10 月末現在 
戸数  1,110 世帯 
人口  2,687 人  
男 1,327 人 女 1,360 人 

 

ｍ   ゆりー   
令和４年 
（2022 年） 

11 月 
 

 

 

 

第 289 号  米原区自治会           兼箇段 1561-1 TEL：973-343１ 

 

 

・区の行事予定・・ 

11 月 

1１日（火）ミニ・デイサービス 

10 日（木）千尋会グラウンドゴ 

      ルフ大会 

11 日（金）審議委員会 

20 日（日）米原区クリーン作業 

＊コロナの状況を見て判断 

27 日（日）グラウンドゴルフ大会 

 *コロナの状況を見て判断 

12 月 

06 日（火）ミニ・デイサービス 

09 日（金）審議委員会 

12 日（月）千尋会定例会 

*コロナの状況を見て判断 

 

 

 

令和 4年（2022年）10月 

米原区クリーン作業 11 月 20 日(日)午前 9 時～ 

酷暑も過ぎ去り、短い秋が米原を訪問中。そんな中、すが 

すがしい気持ちで年末・年始を迎えられるよう、恒例のクリーン作業を実

施したいと思います。  

⁂重要：『燃やせるゴミ（草木、紙類、ペットボトルなど）』『燃やせな

いゴミ（あき缶、ビン類、鉄など）』に分別し、ボランティア袋に入れ、口

は縛って出して下さい。分別されていない袋は、役所による回収が不可と

なりますので、しっかりと分別しましょう。ガソリンや混合燃料は現場へ

届けます。 

⁂ボランティア袋は当日回収しますので、目に付きやすい場所に置いて

下さい。重さは、一袋 10ｋｇ以内でお願いします。 
＊コロナ感染防止のため、巡回するスタッフがペットボトルの水を配布 
します。ハンバーガーについては、三密を避けるためお持ち帰りをお願い
します。体調には十分気を付け、２時間程度の作業でお願いします。 
※コロナ感染の状況によっては、中止となる場合もあります。また、雨 

天の場合は中止とします。 

 

         米原区グラウンドゴルフ大会 
日時：11 月 27日（日）9時集合（9：３０～１２：００） 

 場所：どんぐりフレンドパーク 

 

 ＊景品も準備していますので、どしどし参加して下さ～い！ 

 ＊コロナウイルスの感染状況により中止になる場合がございます。 

その際は放送でお知らせいたします。ご了承下さい。 

3 年ぶりの 

 

   

 

 

 
 

 

十
月
の
審
議
委
員
会
の
審
議
事
項
（
十
月
十
四
日
（
金
）
開
催
） 

 

一
、
敬
老
会
に
代
わ
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
可
否
に
つ
い
て 

 

・
八
月
の
審
議
委
員
会
で
今
年
度
の
敬
老
会
は
中
止
と
決
め
た
が
、
昨
今
の
コ
ロ

ナ
感
染
者
の
減
少
傾
向
や
、
他
の
自
治
会
で
は
時
期
を
ず
ら
し
て
他
の
イ
ベ
ン

ト
と
抱
き
合
わ
せ
て
敬
老
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
米
原

区
で
も
再
度
検
討
し
た
方
が
い
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

・
し
か
し
、
従
来
通
り
の
開
催
は
厳
し
い
の
で
、
対
象
者
（
八
十
歳
以
上
）
の
み

の
招
待
で
、
会
食
は
な
し
、
余
興
の
出
し
物
も
限
定
し
、
開
催
時
間
は
一
時
間

か
ら
一
時
間
半
程
度
と
し
、
弁
当
と
飲
み
物
は
持
ち
帰
り
と
す
る
。 

・
中
止
と
判
断
し
た
八
月
は
、
感
染
者
が
三
千
人
～
四
千
人
と
多
か
っ
た
。
そ
の 

後
、
減
少
に
転
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
区
民
の
た
め
に
何
か
出
来
な
い
も
の
か 

と
思
う
気
持
ち
は
分
か
る
が
、
今
後
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
予
想
さ
れ
る 

こ
と
も
あ
り
、
現
段
階
（
十
月
十
四
日
）
で
の
判
断
は
難
し
い
。
十
一
月
の
審 

議
委
員
会
で
最
終
決
定
す
る
。 

二
、
ク
リ
ー
ン
作
業
に
つ
い
て 

 

・
例
年
通
り
の
や
り
方
で
班
ご
と
に
作
業
し
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
飲
み
物
を
配
る 

予
定
で
あ
る
。 

三
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て 

 

・
区
の
年
間
行
事
で
は
十
一
月
十
三
日
を
計
画
し
て
い
た
が
、
市
主
催
の
防
災
士

の
講
習
日
と
重
な
っ
た
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
十
一
月
二
十
七
日

に
変
更
す
る
。 

 

ありがとうございます 
 
・３班の福地心一様（浄福寺）より、 
飲み物の寄贈がございました。 

・7 班の銘苅格様より、生年祝い 

 へのご芳志がございました。 
 

オレンジカフェ・ひまわりって？・・ 

 
うるま市地域包括支援センター具志川にしが

開催している喫茶店みたいなものです。公民館
が場所を提供し、65 歳以上で認知症について相
談したい方、そのご家族、地域住民が集い、気 
兼ねなく相談・情報を交換する場所です。 
お気軽にお問い合わせ下さい♪ 

詳しくは添付されているチラシを 
ご覧下さい。 
＊対象区域ならどの公民館に 

参加してもオッケーです。 
 

 
 

 

  

 

今月の徴収金 

 区  費   1,000 

 防犯灯負担金  150 

赤い羽根募金  500 

合計   1,650円 
 



 

 

人生 50～60 年と云われた時代は、
はるか彼方に押しやられ、今や百歳の
長寿を謳歌する時代がやってきた。         
我が米原にも、そのフレーズにピッ

タリの大先輩方がおられる。先月号で
は、トーカチを祝った 7 名を紹介した
が、今回はカジマヤーお三方、新百歳
お二方を紹介したい。 
まず、カジマヤ―で先鋒を務めるの

は、4 班の小谷マサ子さん。大正 15
年 10 月生まれのマサ子さんは、男女
3 人ずつの子を筆頭に孫 18 人程、そ
して多くのひ孫に恵
まれているという。
具体的な数字を聞い
たが、「数えたことが
ないから分からない」
との返事。小さいこ
とにはこだわらない
のであろう。めん類が好きで      顔が
可愛いおばあちゃんは、子、孫、ひ孫
から「オバー、オバ－」と呼び慕われ
ているアイドルなのだ。10 年ほど前
に白内障の手術を受け、視力が回復し
たマサ子おばあちゃんは、週に数回、
次男良幸と三男良隆が持ってくる新聞
を読むのが趣味と云い、たまたま手に
していた記事の難しい漢字も、難なく
読みこなして見せてくれた。インテリ
アの仕事についている人の母親は、イ
ンテリだという事が証明された。 
デイケア―や高齢者の施設にはお世

話にならず、もっぱら家で過ごしてい
るマサ子さんは、テレビ鑑賞も好きで、
ウチナー芝居では、カミオーキの長男
と懇意の仲だった大宜味小太郎が好き
だ。また、区内の家々の屋号にも明る
く、昔話もよく覚えていると云う。よ
く食べよく眠るのが健康維持の秘訣だ
とし、また、感謝の言葉「ありがとう」
や、「いりきさんやー」をよく口にす
ると三男の良隆さん。孫たちの成長が
楽しみで、カジマヤ―のうゆえーの時
は、家族数名で区内外の 7 つの橋を渡
ってきたと嬉しそうに話してくれた。 

 
次鋒で登場願うの

は、２班の和宇慶マ
ツ子さん。一人っ子
の勝則さんを筆頭に、
孫 4 名、ひ孫 7 名を
率いている。肉類や
寿司が大好きと云う
マツ子おばあちゃんは、プチプチ（梱
包用気泡緩衝材）を押しつぶすのが趣
味という。体の「大きい」人が、「プ
チ」とは、これいかに、と思うのだが、
好対照で愛おしくもある。   
デイサービスでの体操で体を動かす

ことが得意で、孫たちと色々と接する
ことでパワーを分けてもらっていると 
云うマツ子さん、元気であり続けられ
る源はそこにあるようだ。若い頃は、 

 
 
スポーツは何でもござれのスポーツ
ウーマンで、変わった所では、鞍な
しの裸馬に飛び乗るのが得意だった
ようだ。じゃじゃ馬にまたがられた
裸馬はさぞ驚いたに違いない。 
県内でも有名な三人の相撲取りを

孫に持つマツ子さんは、孫たちの応
援で県内外の各地を訪れたり、仲の
いい友達と国内はもとより、外国旅
行に行けたのがいい思い出だと云う。 
 性格は「がーじゅー（強情）」だと
家族が認定するマツ子さんは、特に
相撲取りの孫たちに対し「頑張れよ」
と云うのが口ぐせだ。何事もまずは、
土俵に上がって、ピンチの時でも、
徳俵を利用して頑張れと言っている
のかもしれない。家族との食事を楽
しみにしていると云うマツ子おばあ
ちゃん、カジマヤ―を迎えられたこ
とに感謝している、と締めてくれた。 

 
３番目の中堅には、和宇慶成子

（しげこ）さんに
ご登場願おう。昭
和 2 年まれの成
子さんは、教員だ
った父親の転勤の
都合で、名護や南
風原など各地を
転々とする「とぅんじゃーとぅんじ
ゃー」の青春時代だったと回想する。 
教員になり５５歳で勧奨退職する

までの 30 数年間、音楽に専心し、
赴任した各学校では生徒たちへの合
唱の指導をしたり草笛を導入したり
したと云う。運動会ではピッコロを
使った行進曲を演出したり、「南洋浜
千鳥」の振り付けも手掛けたことが
ある、と懐かしそうに語った。 
若い頃はトーフ作りも経験してき

たと云う成子さんは、結婚後、区内
や兼箇段で、祝い事がある家に自家
製のトーフと具のない天ぷらを揚げ
て持って行き、大いに喜ばれたりし
たという。（昔は、食材が乏しく、具
なし天ぷらでも大歓迎されたようだ。） 
戦前、役所が奨励する「食糧増産」

の一環で米を作っていた頃、手伝い
に来た旦那さんの生徒たちが、シマ
グミメーを喜んで口にしていた事を
思い出したと云う。健康の秘訣を問
うと、「若い頃の活力が残っているか
ら」と笑いながら語ってくれた。 
 最後に、将来を担う若者へのアド
バイスを伺うと、「自分の好きなこと 
を伸ばしなさい」と返ってきた。 

 
４番目は新百歳、副将で登場の５ 
班の和宇慶サダさん。施設（カシー
タ）での食事は、全部ご馳走で満足 
していると云うサダさんは、肉や魚 
はもちろん、果物も大好き。読書を
趣味とし、特に聖書は随分と読み込 

 
 
んできたようだ。
コロナ禍で思うよ
うには面会できな
い子や孫たちの健
康を願うことで、
自分自身が元気に
なれるとのこと。若い頃は手芸や裁
縫が得意だったサダさんは、いつも
歌を口ずさみながら、天から見守っ
てくれている神様に感謝し、毎朝、
日の出に向かって感謝の祈りを捧げ
ると云う。 
 もの静かだが、孫のちょっとした
しぐさにも大笑いするというサダさ
ん。「いった―みんなのおかげさー。
ありがたいさー」と言いながら、「神
様は見ているから、いつも天に感謝」
「天から喜びが湧いてくる」と考え
ていると言う。人間は天から「愛情
や心の感動」という素晴らしい能力
を与えられているから、それに気づ
いて生きて行って欲しい、と言って
いるようだ。 
 「これからは若い人たちの時代さ
ー、がんばってねー」「（やるべきこ
とをやっておけば）なんくるないさ
ー」とエールをいただいた。 
  
最後に大将で控えしは、これまた

新百歳の５班の和宇慶朝計さん。（百
歳に新も旧もないと思うのだが、何
故かそう呼ばれている。） 
トーフ、ソバ、てぃびちが好きと

云う朝計おじい。散歩やドライブが
好きで、ストレスをつくらないよう
努め、早寝早起き
が健康の秘訣であ
ると云う。洗濯物
を干したり畳んだ
りすることが得意
だという朝計おじ
いは、若い頃は仕事に必要な自転車
にまたがり、数十年間、中部圏内の
道路メンテナンスの為にペダルをこ
ぎ続けた。「十番口説」が好きで、
「光陰矢の如し」も人生の綾として
捉えているという朝計おじいの人生
観には、生きざまの濃淡がにじみ出
ている。 
 1 世紀の人生で最も思い出として
残っているのは、40 代に 3 千坪の
土地を購入したことだという朝計翁
は、アルコールが注入されると好々
爺に変身していたのは過去の話。今
では、しらふでも好々爺、と家族は
言う。今後の楽しみは、旨いものを
口にしながら、孫やひ孫と出かけた
り、はなしーぐゎーせーすることだ
と云い、上杉鷹山の「為せば成る、
為さねばならぬ何事も」を若者に伝
えたい、と締めくくった。 

人生の達人に乾杯！ 

～へー、そうだったんだ！～ 

～へー、そうだったのか！（パート５３）～ ―ゆり―の長寿にあやかろー！―  

令和 4 年（2022 年）11 月 



 


